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将来見通しに関する注意事項

 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。

これらの文言は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文言とは異なる現実的な結論、

結果を招き得る不確実性に基づくものです。

 それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および

国際的な経済状況が含まれます。リスクや不確実性は、特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、

不確実性には、技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、製品の安全性ならびに効果に関する

クレームや懸念、規制機関による審査期間や承認取得、国内外の保健関連改革、マネジドケア、健康管理コスト抑制へ

の傾向、国内外の事業に影響を与える政府の法規制など、新製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに

限定されるものではありません。

 また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす製造能力を構築する能力を

欠く状況、原材料の入手困難、市場の受容が得られない場合などが含まれますが、これに限定されるものではありま

せん。

 新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正が望ましい場合であっても、

それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではありません。
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２０１１年４月-１２月 ２０１２年４月-１２月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 5,048 100.0 4,316 100.0 85

売上原価 1,293 25.6 1,281 29.7 99

売上総利益 3,755 74.4 3,034 70.3 81

研究開発費 939 18.6 872 20.2 93

販売管理費 1,994 39.5 1,620 37.5 81

営業利益 822 16.3 541 12.5 66

経常利益 779 15.4 502 11.6 64

四半期純利益 492 9.7 340 7.9 69

（億円、％）

第３四半期連結業績

キャッシュ・インカム：成長投資・事業開発、配当支払、借入返済等に使用可能なキャッシュの総額
算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額＋減損損失（投資有価証券評価損含む）

2012年度第３四半期期中平均レート：米ドル：80.0円（前期変動率1.2%）、ユーロ：102.2円（同△7.6%）、ポンド：127.1円（同0.3％）

キャッシュ・インカム 857 729 85
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オンコロジーフランチャイズ売上高
計画「はやぶさ」で企図したフランチャイズトランスフォーメーションが進展

（億円、％）

がん関連製品は107%の成長で売上高比率は、17％へ
がん関連製品の2012年度グローバル売上高は、1,000億円に達する見込み

２０１１年

４月-１２月
２０１２年４月-１２月

実績 実績 前同比

ハラヴェン 109 164
151

[152]

Aloxi 259 271
105

[104]

Dacogen 128 135
106

[104]

Fragmin 108 78
72

[71]

トレアキシン／
シンベンダ 25 27

110

[110]

その他 63 63 100

がん関連製品 691 738
107

[106]

［］内は現地通貨ベース 2011年度

3Q累計

2012年度

3Q累計

計画「はやぶさ」

2015年度

26% 27%
21%

4% 5%

6%

22% 22%

12%

2%
3%

9%

32% 26%

29%

14% 17%
22%

がん

脳神経

てんかん

消化器・肝臓

免疫/アレルギー

他ブランド
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アリセプト パリエット/アシフェックス売上高

（億円、％）

２０１1年

４月-１２月
２０１２年４月-１２月

実績 実績 前同比

イーストアジア*1

（日本）

956
(912)

606
(560)

63
(61)

アメリカス*2

[百万米ドル]
94

[119] 
93

[117]
99

[98]

EMEA*3 171 23
13

[15]

Indo-Pacific*4 13 13
99

[101]

計 1,234 736
60

[60]
［］内は現地通貨ベース

アリセプト （億円、％）

２０１１年

４月-１２月
２０１２年４-１２月

実績 実績 前同比

イーストアジア*1

（日本）

499
(478)

406
(386)

81
(81)

アメリカス*2

[百万米ドル]
429

[543]
378

[473]
88

[87]

EMEA*3 41 24
59

[63]

Indo-Pacific*4 13 12
96

[98]

計 982 821
84

[83]

［］内は現地通貨ベース

パリエット/アシフェックス

*1 日本、中国、韓国、台湾、香港
*2 北米、中南米
*3  Europe, Middle East, Africa：欧州、中東、アフリカ
*4 南アジア、アセアン、オセアニア

 アシフェックス：米国における独占期間は６カ月延長となり
2013年11月8日まで存続



２０１１年

４月-１２月
２０１２年４月-１２月

売上高 構成比 売上高 構成比 前同比

イーストアジア
（日本）
（中国）

3,157
(2,943)

(130)

62.5
(58.3)
(2.6)

2,746
(2,500)

(158)

63.6
(57.9)
(3.7)

87
(85)

(122)

アメリカス
[百万米ドル]

1,198
[1,516]

23.7
1,145

[1,431]
26.5

96
[94]

EMEA 340 6.7 189 4.4
55

[59]

Indo-Pacific 51 1.0 51 1.2
100

[102]

報告セグメント計 4,746 94.0 4,131 95.7
87

[87]

その他事業 302 6.0 185 4.3 61

連結売上高 5,048 100.0 4,316 100.0
85

[86]
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セグメント売上高
計画「はやぶさ」で企図したリージョナルトランスフォーメーションが進展

（億円、％）

［］内は現地通貨ベース

イースト アジア、アメリカス、EMEA、Indo-Pacificは医薬品事業、またアメリカス医薬品事業の現地通貨ベースセグメント売上高は期中平均レートに基づき算出

2011年度

3Q累計

2012年度

3Q累計

計画「はやぶさ」

2015年度

6% 4% 3%
1% 1% 3%

7%
4% 7%

24%
27% 24%

63% 64% 63%

イースト アジア

アメリカス

EMEA

Indo-Pacific

その他事業
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セグメント利益

２０１１年４月-１２月 ２０１２年４月-１２月

セグメント

利益
構成比 利益率

セグメント

利益
構成比 利益率 前同比 前同差

イーストアジア
（日本）

1,362
(1,319)

74.7
(72.4)

43.1
(44.8)

1,110
(1,062)

74.8
(71.5)

40.4
(42.5)

82
(81)

△251
(△257)

アメリカス

[百万米ドル]
247

[312]
13.5 20.6

257
[321]

17.3 22.4
104

[103]
10

[9]

EMEA 52 2.9 15.4 13 0.9 6.9 25 △39

Indo-Pacific 14 0.7 26.5 12 0.8 24.0 90 △1

報告セグメント計 1,674 91.9 35.3 1,393 93.8 33.7 83 △282

その他事業 148 8.1 49.1 92 6.2 49.6 62 △56

研究開発費および

親会社の本社管理費等
△1,000 △943 94 57

連結営業利益 822 16.3 541 12.5 66 △281

（億円、％）

イースト アジア、アメリカス、EMEA、Indo-Pacificは医薬品事業、アメリカス医薬品事業の現地通貨ベースセグメント利益は期中平均レートに基づき算出



２０１１年度 ２０１２年度

実績 売上比 見通し 売上比 前期比

売上高 6,480 100.0 5,735 100.0 89

売上原価 1,734 26.8 1,724 30.1 99

売上総利益 4,746 73.2 4,011 69.9 85

研究開発費 1,251 19.3 1,180 20.6 94

販売管理費 2,537 39.1 2,116 36.9 83

営業利益 957 14.8 715 12.5 75

経常利益 900 13.9 665 11.6 74

当期純利益 585 9.0 470 8.2 80

（億円、％）

ＥＰＳ（円） 205.3 164.9

ＲＯＥ（％） 14.3 11.0

ＤＯＥ（％） 10.4 10.0

キャッシュ・インカム 1,077 1,000

配当金（円） 150 150

２０１２年度 連結業績見通し
株主価値重視のポリシーにより今期配当金１５０円を堅持

キャッシュ・インカム：成長投資・事業開発、配当支払、借入返済等に使用可能なキャッシュの総額
算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額＋減損損失（投資有価証券評価損含む）

2011年度期中平均レート：米ドル79.08円、ユーロ：108.97円、ポンド：126.22円 2012年度第4四半期予想レート 米ドル：88円、 ユーロ：117円、 ポンド：142円
平成25年3月期第3四半期決算短信[日本基準]にて、平成25年3月期の連結業績予想を修正8



国内アリセプト
２０１３年１月１日より、エーザイ単独プロモーション開始

 対ジェネリック、対ブランド品との競合状況は安定化の傾向*

 今期売上高（予想）750億円

認知症領域のパイオニアとしてさらなる患者様貢献
 疾患啓発を企図した新ＤＴＣスタート（１月９日～）

潜在患者様の受診促進

 アリセプト安心サポートセンター

服薬継続率の改善

 唯一高度アルツハイマー型認知症の適応を持つ

アセチルコリンエステラーゼ阻害剤

高度アルツハイマー型認知症における治療意義の啓発

（10mg錠比率の向上）
9

*(社内推計): ドネペジル製剤内のアリセプトシェア：10月度71%,11月度73%,12月度71% アルツハイマー型認知症治療薬ブランド品内アリセプトシェア：10月度64%,11月度67%,12月度64% 

2012年度下期市場環境
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躍進するイーストアジアの成長ドライバー

（億円）

（億円、％）

国内新製品群
2011年度
3Q累計

2012年度
3Q累計

前同比

ハラヴェン 18 41 226

トレアキシン 25 26 108

ヒュミラ 154 181 118

リリカ （アライアンス収入） 84 103 123

ルネスタ、ケアラム
リパクレオン、ホストイン 1 22 -

総 計 282 374 133

年度売上高
２００億円にむけて

2011年度
3Q累計

2012年度
3Q累計

前同比

中国事業 130 158 122

ジェネリック事業 101 135 134

<事業群>

<国内新製品群>

（億円、％）
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局所進行性・転移性乳がんに対するカペシタビン対照の
フェーズⅢ試験（３０１試験）の結果

11

ハラヴェン投与群はカペシタビン投与群と比べ
主要評価項目である全生存期間（ＯＳ）

無増悪生存期間（ＰＦＳ）において
あらかじめ設定されたｐ値に基づく

統計学的有意差は認められなかったが
全生存期間については延長する傾向を示唆

３０１試験の結果
サンアントニオ乳がんシンポジウムで発表

サンアントニオ乳がんシンポジウムにおける３０１試験
オーラルプレゼンテーション（２０１２年１２月７日）

ハラヴェンはＯＳを延長する傾向を示すとともに、HER2陰性並びにトリプルネガティブ
乳がん患者様に対しては、臨床的に意味のあるＯＳの延長が認められた

*1 トリプルネガティブ：エストロゲン受容体、プロゲステロン受容体、HER2いずれの因子も陰性の乳がんタイプ
*2 探索的層別解析による名目p値

患者様群
ＯＳ中央値

ハザード比 ｐ値
ハラヴェン投与群 カペシタビン投与群

全患者様 15.9ヵ月 14.5ヵ月 0.879 0.056

ＨＥＲ２陰性 15.9ヵ月 13.5ヵ月 0.838 0.030*2

トリプルネガティブ*1 14.4ヵ月 9.4ヵ月 0.702 0.006*2
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局所進行性・転移性乳がんに対するカペシタビン対照の
フェーズⅢ試験（３０１試験）の位置づけと活用

日本

 サンアントニオ乳がんシンポジウムにて、
日本のＫＯＬの医師を対象にハラヴェン
セミナーを開催
 ３０１試験の詳細内容を発表し、サブグループ

解析や化学療法の順番などについて議論した

 ＭＲはｉPadを活用し、３０１試験結果を
日本の医師に伝達中

欧州
 局所進行性・転移性乳がんのセカンド

ラインについて２０１３年３月末申請予定

米国
 ３０１試験結果に関する医師からの照会

にメディカルチームが対応中

プロダクトクリエーション
 臨床試験での、より早期ラインにおける

エビデンス追究

 ネオアジュバントおよびアジュバント療法に

おけるフォーカスの絞込み

 ファーストライン試験における戦略的な

バイオマーカー測定

 非臨床試験での新規作用メカニズムの追究
 全生存期間の延長を合理的に説明しうる

新規作用メカニズムの提唱

パブリケーション
 ３０１試験の論文投稿準備

ガイドライン
 学会、医療機関のガイドラインへの影響
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ハラヴェンの価値最大化に向けて

非小細胞肺がん(Late line)：
フェーズＩＩＩ試験（３０２試験）において、2012年11月にＬＰＩを達成、当初の予定
よりも１６ヵ月早い進行、2013年度中のグローバル申請をめざす

軟部肉腫：
フェーズＩＩＩ試験（３０９試験）が順調に進行中、独立データモニタリング委員会
により試験続行が推奨

適応拡大プロジェクトが順調に進行中

非小細胞肺がん
(Late line)

申請スケジュール

軟部肉腫
乳がん

(欧州)

乳がん
（セカンドライン）

(欧州)

社内外での４０以上の豊富な臨床試験データに裏づけされた
エビデンスによってハラヴェンのポテンシャルを最大化させる

2013年度 2014年度2012年度

リポソーム製剤：
フェーズＩ試験（１１２試験）において、2012年12月に最初の患者様への投与が
開始され、順調に試験が進行中



 欧州：上市国が増え順調に進捗
 ２０１２年１２月にスウェーデン、２０１３年１月に

ノルウェーで上市
英国、ドイツ、オーストリア、デンマークとあわせ
６カ国で発売

 スコットランドの医療技術評価機関が世界に
先駆けてＨＴＡ*1によって国民医療サービス下
での使用を承認（１２月）

 ドイツではＨＴＡが進行中
追加ベネフィットに関する最終評価は３月に発表

 スイスで承認取得（１２月）

 米国：上市準備が進行中

 麻薬取締局（ＤＥＡ *2 ）のスケジューリング審査

を経て、２０１３年度第１四半期発売予定

1414

てんかん患者様への貢献が進むFycompa
ファーストインクラスの非競合型ＡＭＰＡ受容体拮抗剤

*1: Health Technology Assessment  *2: Drug Enforcement Administration

500

1000

1500

2000

Germany

UK

ドイツと英国における
服用患者様数（累計）

Reference: Based on In Market sales data from IMS in U.K. & Germany 
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Fycompaの価値最大化に向けて

*1 出典：WHO(World Health Organization)
*2 PGTC: Primary Generalized Tonic-Clonic Seizures

2014年度2012年度 2013年度

欧州

欧米

部分てんかん 併用療法 （上市、申請）

米国

全般てんかん （申請）

日本、韓国

日本

（上市） （上市予定） （申請予定）

部分てんかん 小児適応 フェーズII試験進行中

部分てんかん 併用療法

全般てんかん(PGTC *2) 

レノックス・ガストー症候群

欧州：上市、米国：上市準備中
日本：2014年度申請をめざす

フェーズIII試験進行中
欧米：2013年度申請をめざす

オーファンドラッグ指定 （米国）
フェーズIII準備中

グローバルで5,000万人*1の患者様への貢献をめざす



モルフォテック*における抗体医薬開発の状況

*モルフォテック プロダクトクリエーションユニット

ファルレツズマブ
(MORAb-003)

MORAb-004 現在、コンパニオン診断薬候補となるバイオマーカー
検討を含めた３種のフェーズⅡ試験を推進Morphotek創製の、Tumor 

endothelial marker1(TEM-
1)/エンドシアリンに対する
ファーストインクラスのヒト化
モノクローナル抗体

プラチナ感受性卵巣がんフェーズⅢ試験結果
 対象患者様数 １１００例（イベント数５９９例）
 ファルレツズマブ投与群はプラセボ投与群と比べて、主要評価項目

である無増悪生存期間に関して、事前に定義した統計学的有意差
を満たさなかったが、探索的解析における一部のサブグループで
延長する傾向を示唆し、外部専門家並びに当局と協議の上、
申請時期を含め、今後の開発方針を検討中

 副次評価項目である全生存期間の中間解析
を予定

 安全性に関して、新たなシグナルは観察されず

非小細胞肺がん

葉酸受容体α発現患者様を対象にフェーズⅡ
試験が順調に進行中（患者様登録完了）

Morphotek 創 製 の 、 葉 酸
受 容 体 α(FRA) に 対 す る
ファーストインクラスのヒト化
モノクローナル抗体

FRA発現診断キット

コンパニオン診断薬キットとし
て非小細胞肺がんのフェーズ
ＩＩＩ試験と同時開発を企図
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 メラノーマ フェーズⅡa 試験、規定患者様登録を完了
 大腸がん フェーズⅡ試験実施中、2012年度に中間解析

2013年度に試験終了予定
 肉腫 フェーズⅡ試験実施中
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レンバチニブ
(E7080)

レンバチニブの順調な進捗

ユニークな受容体チロシン
キナーゼ阻害プロファイルを
もち、血管新生抑制と細胞
増殖抑制の両面からの作用
が期待できる自社創製の
経口分子標的薬

＜ターゲット適応症＞
甲状腺がん

肝細胞がん、腎細胞がん
非小細胞肺がん
子宮内膜がん

メラノーマ、グリオーマ等

甲状腺がん（分化型）： ２０１３年度申請予定
グローバルフェーズⅢ試験が順調に進行中、患者様登録完了
日米でオーファンドラッグ指定

肝細胞がん
グローバルフェーズＩＩＩ試験開始

非小細胞肺がん
染色体転座（ＲＥＴ遺伝子）を有する患者様を対象として、
日米欧アにてフェーズＩＩ試験が開始

子宮内膜がん（Ph.II）、メラノーマ（Ph.II）、グリオーマ（Ph.II）、
腎細胞がん（Ph.Ib/II）、固形癌を対象としたGolvatinibとの
併用試験（Ph.I/II）：それぞれの試験についても順調に進行中

図：Nature Biotechnology 2005;23(3)のデータに基づき作成

• 染色体転座の検出にDeep sequencing 技術を活用
• さらにコンパニオン診断薬開発の検討を開始
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アシフェックス

世界９０カ国以上＊で承認
１２００億円以上

の売上を有する抗潰瘍薬

アシフェックス（米国）
１歳児から成人まで広範囲なＧＥＲＤ患者様への適応拡大に向けて

小児適応のＮＤＡ申請達成と独占期間延長

２０１２年９月２７日に小児適応（１歳から１１歳まで）の
ＮＤＡ申請を達成、優先審査に指定
 ２０１３年３月２７日がＦＤＡアクションデート予定

ＦＤＡの小児に関する臨床試験実施要請書の要件を満たし
独占期間は２０１３年１１月８日まで、６ヵ月間延長

２０１１年度米国売上：７０７百万米ドル

米国における適応症 （2013年1月現在）

成人患者様におけるびらん性／潰瘍性
胃食道逆流症（ＧＥＲＤ）の治癒、および
維持、症候性ＧＥＲＤ、十二指腸潰瘍の
治癒、十二指腸潰瘍における
ヘリコバクター・ピロリの除菌の補助

＊Johnson&Johnson社のテリトリーを含む

小児用製剤



戦略的アライアンスの拡充
より早くパイプラインを極大化

にすと

研究開発コラボレーションによる
革新的な新薬の早期創出を実現

19

ＰＯＣ達成を期待し
エーザイパイプラインの
戦略的な適応拡大に

つなげる

注目される
がんエピジェネティクス分野
でEZH2遺伝子変異を有する
リンパ腫患者様への効果的な

治療の確立をめざす

参天製薬
Epizyme社

Roche Molecular System社
クインタイルズ社

エーザイの有する６化合物
（Halaven、Lenvatinib等）

のフェーズＩＩ試験が
順調に進行中

眼科領域への拡大による
エーザイパイプラインの

価値最大化

ヒストンメチル基転移酵素
EZH2の遺伝子変異を
同定するコンパニオン
診断薬の共同開発

エーザイのパイプラインから
眼科領域に応用可能な

化合物を優先評価

領域拡大 疾患フォーカス 適応拡大



豊富な成長ドライバー
陸続するグローバル上市による企業価値の向上
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既に上市した新製品群

ハラヴェン 44カ国承認取得済み 米国、欧州、日本などで発売中
欧州：2012年度中に、乳がんセカンドラインで承認申請予定

ルネスタ 日本：入眠障害と中途覚醒のいずれにも有効な不眠症治療薬
2012年4月新発売、2013年5月より投薬期間制限解除予定

Fycompa 31カ国で承認取得済み
欧州：2012年9月新発売

ケアラム 日本：炎症性サイトカイン・免疫グロブリン産生を抑制する新規疾患修飾性抗リウマチ薬
2012年9月新発売

ギリアデル 日本：脳腫瘍 （悪性神経膠腫）に対する世界で唯一の脳内インプラント徐放製剤
2013年1月新発売

近々に上市予定の新製品群

BELVIQ 米国：2012年6月承認取得 2012年度第4四半期上市予定

Fycompa 米国：2013年度第1四半期上市予定

アクトネル 日本：骨粗鬆症治療剤 月1回製剤 2012年12月承認取得、2013年2月新発売予定
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補足資料

BELVIQの上市準備について



価格戦略はＢＥＬＶＩＱのユニークな特徴を反映

 上市直後から、適切な患者様に対し広範囲の普及が可能な
安全性と有効性

 新規メカニズムを持つ新規化合物セロトニン（５-ＨＴ２Ｃ）
受容体アゴニスト

 タイトレーションを必要としないシンプルドージング（１日２回）

２０１２年度の上市準備は万全なBELVIQ
ユニークな特徴と良好な臨床プロファイル

肥満症治療のマーケットリーダー
となるポテンシャル

 フェーズⅢ試験のNew England Journal of Medicine掲載
 合併症を持つ患者様における臨床効果

 肥満症患者様ならびに糖尿病を合併している肥満患者様を対象としたBLOOM-DM
試験結果が添付文書に掲載

 糖尿病患者様において統計学的有意に血糖値をコントロール
（HbA1cと空腹時血糖値）

 治療開始後12週間以内に5%以上の体重減少を達成する患者様（レスポンダー）において、
良好かつ持続的な臨床効果

 適切な患者様層における臨床試験で裏付けられた安全性
22
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アリセプト、アシフェックスで培った

マーケティングスキルをBELVIQに最大限活用

ＧＥＲＤ市場での実績を活かし、肥満症治療市場における
優位なポジションを効率的に確立する

ＧＥＲＤで肥満症を合併している患者様およびその担当医師へ既存チャネルを活用したアプローチ

開業医向け製品に関する保険会社との豊富な交渉経験
AcipHexで培った慢性疾患に関する交渉経験を、肥満症治療のマーケットアクセスに活用

アリセプトで実現した、薬物治療が確立していない市場開拓の再現

私的保険カバー率
４０％をめざす

私的保険カバー率
５０％強をめざす

私的保険カバー率７０％を視野に

さらに政府保険の制限解除により
アクセス拡大

上市後１年目
２年目

３年目以降

23
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イースト アジア医薬品事業の業績

２０１１年４-１２月 ２０１２年４-１２月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 3,157 100.0 2,746 100.0 87

アリセプト 956 30.3 606 22.1 63

パリエット 499 15.8 406 14.8 81

メチコバール 293 9.3 271 9.9 92

ヒュミラ 180 5.7 216 7.9 120

強力ミノファーゲンシー/グリチロン 61 1.9 64 2.3 105

セグメント利益 1,362 43.1 1,110 40.4 82

（億円、％）
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（億円、％）

イースト アジア医薬品事業の業績

２０１１年４-１２月 ２０１２年４-１２月
実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 1,055 100.0 1,247 100.0 118
メチコバール 465 44.1 534 42.8 115
強力ネオミノファーゲンシー/グリチロン 226 21.4 271 21.7 120
アリセプト 106 10.0 127 10.2 121
パリエット 67 6.4 82 6.6 121

（百万RMB、％）＜中国＞

２０１１年４-１２月 ２０１２年４-１２月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 2,943 100.0 2,500 100.0 85

医療用医薬品計 2,639 89.7 2,164 86.6 82

アリセプト 912 31.0 560 22.4 61

パリエット 478 16.2 386 15.4 81

メチコバール 234 8.0 201 8.0 86

ヒュミラ 154 5.2 181 7.2 118

アクトネル 88 3.0 69 2.8 79

一般用医薬品 159 5.4 158 6.3 99

ジェネリック医薬品 101 3.4 135 5.4 134

診断薬 44 1.5 43 1.7 97

セグメント利益 1,319 44.8 1,062 42.5 81

＜日本＞
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（億円、％）

アメリカス医薬品事業の業績

２０１１年４-１２月 ２０１２年４-１２月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 1,198 100.0 1,145 100.0 96

アリセプト 94 7.9 93 8.2 99

アシフェックス 429 35.8 378 33.0 88

ハラヴェン 79 6.6 85 7.5 109

Aloxi 259 21.6 271 23.7 105

Dacogen 128 10.7 135 11.8 106

MGI計 405 33.8 427 37.3 105

Fragmin 108 9.0 78 6.8 72

がん関連領域計 623 52.0 617 53.9 99

セグメント利益 247 20.6 257 22.4 104
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（百万米ドル、％）

アメリカス医薬品事業の業績

２０１１年４-１２月 ２０１２年４-１２月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 1,516 100.0 1,428 100.0 94

アリセプト 119 7.9 117* 8.2 98

アシフェックス 543 35.8 473 33.1 87

ハラヴェン 99 6.6 106 7.4 107

Aloxi 327 21.6 339 23.8 104

Dacogen 162 10.7 169 11.8 104

MGI計 513 33.8 534 37.4 104

Fragmin 137 9.0 97 6.8 71

がん関連領域計 788 52.0 770 53.9 98

* アリセプト23mgの売上高$56Mを含む

＜米国＞
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（億円、％）

EMEA、 Indo-Pacific医薬品事業の業績

２０１1年４-１２月 ２０１２年４-１２月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 340 100.0 189 100.0 55[59]

アリセプト 171 50.2 23 12.2 13[15]

パリエット 41 12.0 24 12.8 59[63]

ゾネグラン 34 10.1 34 18.0 99[105]

ハラヴェン 12 3.4 36 19.3 316 [336]

セグメント利益 52 15.4 13 6.9 25 [38]

［］内は現地通貨ベース

２０１１年４-１２月 ２０１２年４-１２月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 51 100.0 51 100.0 100 [102]

アリセプト 13 25.5 13 25.2 99 [101]

パリエット 13 25.2 12 24.1 96 [98]

セグメント利益 14 26.5 12 24.0 90 [91]

［］内は現地通貨ベース

（億円、％）＜Indo-Pacific＞

＜EMEA＞


